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水道需要の決定要因に関する考察 5I
成比が高く、年齢の違う世帯間のライフスタイルの違いを感じさせる。一方、洗濯代、園
芸品は高齢世帯の方が高いが、これらは所得階層の高い世帯で支出構成比の高かった財で
ある。
　以上から、水需要には生活水準や世代によるライフスタイルの違いなど、いろいろな要
因が影響を与えていることがわかった。しかしながら、家計調査から得られる限られた情
報だけでは水の需要量を正確に予測できるような関数型を特定化する事は難しそうであ
り、より具体的な説明変数を探すことが必要と言える。
4．横浜市における水需要の状況
　前節では、家計調査年報で得られるデータに基づいて家庭の水使用量がどのように決ま
るのかを考察した。しかし前節でもコメントしたとおり、家計調査で得られるデータは上
下水道料がまとめられた金額表示の値であり、水の使用量を問接的に捉えているにすぎな
い。そこで、より具体的に家計はどれほどの水を使用しているのかを、横浜市について試
算することができたので、ここではその結果を報告する。
　試算に用いたデータは家計調査の県庁所在地別品目別支出データ（全世帯）と、横浜市
水遺局および下水道局が公表している、上水（下水）使用量と上水（下水）料金収入の時
系列データである。上水および下水料金は実際には使用量に対して累進的な体系となって
いるが、ここでは各料金収入の合計を使用水量で割ることによって、上水および下水の
1刎3あたり平均単価を定義した。その単価をつかって、家計調査における横浜市家庭の上
下水道料支出額をわりもどし、1世帯あたりの水使用量を物量単位で試算した。5〕図12に
は上のように定義した上水の単価と、それを用いて試算した横浜市家庭における水使用量
の推移を示した。それによると過去に2度横浜市では水道料の値上げが行われたようであ
るが、水の使用量はそれとはあまり関係なく推移している。昭和55～56年の値上げ後は、
価格上昇にもかかわらず水の使用量が急激に増加している。その後バブルの崩壊時期にや
や水使用量は減少したが、90年代の半ばに再び使用量が増加した。その間平成7年から8
年にかけて再び料金値上げが見られるが、そのことが水需要に大きな影響を与えているよ
うには見られない。6〕昭和50年代後半の使用水量の伸びが目立って大きいことは特徴的
で、その後使用量が減少したとはいえ、最近の使用量は昭和55年頃の水準の1．4倍くらい
になっている。家庭における水の使用量は確実に以前よりも増加していて、いったん水を
多く使うようになるとその傾向は多少の料金値上げがあってももとにもどらないという習
　5）家計調査の横浜市家庭に関するデータは、サンプル数が280前後となっている。全国データは約
8000サンプルの集計値であるのに対し、280というのは小さい値である。そのため集計値にはサンプ
ルバイアスの存在が予想され、実際に以下の報告においてもその影響で不白然な状況が現れているよ
うである。
6）図では平成6年に突出して大きな使用水量が現れている。しかしこの数字については前注に指摘し
たサンプルバイアスの問題も含めて、今後吟味していく必要がある。
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図12　横浜市家計の上水道の単価と使用水量の推移
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慣形成が行われていると推測できる。洗濯機の節水技術の向上などにより水使用量に一定
の落ち着きが見られたとはいえ、水を多く使う習慣に人々がますます慣れていくとすれば
今後も水需要は増え続けることもあり得る。そして料金値上げはこれまでのところ、水使
用量の歯止め効果にはなっていない。これはおそらく、水道法にある「清浄にして豊富、
低廉」という理念通り、水道料金が低めに設定されていて、多少の料金改定に対して消費
者が敏感にならずにすむからであろう。確かに生きていくのにどうしても必要な水供給は
そのような価格水準で行われることは理想であるが、前にも指摘したとおり、もし水とい
う財に春修品的要素もあるとすればその部分については応分の料金負担があっても良いか
もしれない。
　図13では横浜市家計の使用水量と実質消費総額の相関を見ている。すると全体では両
者の問にほとんど相関はない。ただよくみてみると、昭和55年～昭和61年にかけては所
得水準と使用水量には正の相関が見られ、所得増加のスピード以上に水の使用量が伸びて
いる（図13の実線で囲んだ領域）。しかしその後は所得水準に関わらず、水の使用量は一
定の水準に落ち着いた（図13の点線で囲んだ領域）といえそうである。
　念のため、この期問の横浜市の水需要関数を、前節の（6）式を用いて推定してみた。ただ
し、ここでの左辺σ1に当たる変数は実物（〃3）単位の使用水量である。
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図13　横浜市家計の使用水1と実質消費総額との相関
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図14　横浜市家計の用途別エネルギー消費額（名目）
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　決定係数の低さが示すとおり、需要関数のあてはまりは極めてよくない。水需要をより
よく説明するような変数を式に取り入れて行く必要がある。
　そこで、横浜市の家庭についても水需要に関係ありそうな他財の消費額の推移を観察し
てみよう。図14は横浜市家計における用途別エネルギー消費額の推移である。これは前
と同じように、家計調査で得られる品目別エネルギー消費額を、『家庭用エネルギー統計
年報』の振り分け係数（関東地方について記載されているもの）をつかって、用途別に組
み替えた数字である。このうち給湯費についてみてみると、水需要のおおかった昭和60
年については給湯用エネルギー消費も多かったことがわかる。平成になって以後、他の用
図15－1横浜市家計の消費構成比の推移
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図15－2横浜市家計の消費構成比の推移1用途別光熱費）
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図15－3横浜市家計の消費構成比の推移
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図15－4横浜市家計の消費構成比の推移
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途目的のエネルギー消費額が増加していることと比べると、給湯費については必ずしもそ
うなってはいない。しかしおおむね給湯費の推移は水使用量とパラレルである。
　図15では横浜市について水とそれに関わる財の消費全体に占める構成比変化を示した。
すると上下水道料が支出全体に占める割合は増加の傾向であることがわかる。同じように
消費構成比が増加傾向なのは、園芸品とシャンプーであり、他の財は減少傾向である。ガ
ーデニングの流行とこまめなシャンプーが水の需要量を増やしているのかもしれないが、
はっきりした原因をこれだけの情報でつかむことは難しそうである。
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5．終わりに
　政府報告書にも述べられているとおり、水道事業がこれまでにナショナル・ミニマムを
満たすことには一応の目的を果たし終わったとすれば、今後は需要者の二一ズにより答え
るような事業運営を迫られるであろう。つまり、水道サービスの質の向上が求められるわ
けである。ではいったい、需要者の二一ズとは何なのか？どうすれば水道サービスの質の
向上が満たされたことになるのだろうか？このような疑問に答えるために、本研究では、
まず水の需要関数の推定を行おうとした。しかし、家計調査の時系列データを用いて単純
に推定した需要関数は真の関係を捉えているとは言えないという問題があった。そこで、
より説明力が高く安定的な需要関数の測定をめざして、どのような追加情報がそのために
必要かを検討した。
　家計調査年報を中心とするデータを詳細に見直してみると、水需要に関するいくつかの
特徴的な事実を見いだすことができた。まず、月別水の使用量についていうと、年問を通
じて水の需要が増加している。また所得階層別データによれば、水の所得弾力性が高まる
方向性がみられ、水が単に「生きていくのにどうしても必要な財」というだけのものでは
なくなってきていることを示していた。また、世帯主の年齢階級別データでは、水を使う
世代ではますます水を使うようになってきていることがわかった。さらに高齢化や世帯人
員数の変化は水需要に大きな影響を持っていそうである。
　正確な水の需要関数を計測するには、どのような追加的説明変数が必要かを探るために、
家計調査年報で品目別に得られる家計支出データを洗い直してみたが、それだけではなお
情報が不足していた。水需要の分析においてはよりダイレクトな情報を収集することがぜ
ひ必要である。“ダイレクドな情報分析に少しでも近づけようとして、横浜市家計の水
使用量を実物単位で試算しその変動を分析しようとしたが、ここでも、より詳しいサイド
情報があることが望まれた。
　今後は、さらに家計調査等公表データの分析を水需要という切り口から深めていくと共
に、有効な“ダイレクド情報の収集につとめ、説明力が高く正確な水需要関数の計測を
目指していきたい。
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